
北海道最低生計費試算調査の結果について 

―きちんとした生活をするには時給 1,300 円が必要！― 

2016 年 6 月 3 日 

北海道労働組合総連合 

○先ごろ、公表された「ニッポン一億総活躍プラン」では、最低賃金を年間３％ずつ、時給 1,000

円にまで引き上げて消費を喚起するとしている。しかし、「なぜ時給 1,000 円なのか」、この引き

上げ額の根拠はまったく示されていない。 

 

○今回、北海道労働組合総連合（道労連）では、初めて北海道で労働者がきちんとした生活をす

るためにはどのくらい費用がかかるのかを明らかにするための調査を実施した。 

 

○具体的には、道労連に加盟する各単産・ユニオンの労働者などを対象に、生活のパターンを調

べる「生活実態調査」および持ち物をどれくらい所有しているのかを調べる「持ち物財調査」を

実施し、その結果を精査し生活に必要な費用をひとつひとつ丁寧に積み上げて算定している。 

 

〇この調査には、約 1000 名が回答をしている。今回は、そのうち 10 代～30 代の実際に一人暮ら

しをしている若者のデータ＝201 名分を分析した結果を報告するものである。 

 

○札幌市で若者がきちんとした生活をするためには、男性＝月額 225,002 円、女性＝月額 220,249

円（ともに税等込み）が必要である。これは年額に換算すると約 270 万円前後。 

 

○この生計費でまかなわれる生活の内容は、以下のようなものである。        

・白石区の 25 ㎡の１DK のアパートに住み、家賃は 34,000 円（共益費含む）。通勤には地下鉄を

利用している。 

・冷蔵庫、炊飯器、洗濯機、掃除機、石油ストーブなどは、量販店で最低価格帯のものでそろえ

た。 

・1 か月の食費は、男性＝約 40,000 円、女性＝約 32,000 円。朝食は家でしっかりと食べ、昼食

は、男性はコンビニなどでお弁当を買い（1 食あたり 500 円）、女性は昼食代を節約するために

月の半分は弁当を持参。そのほか、月に 2～3 回、同僚や友人と飲み会・ランチに行っている。 

・衣服については、男性は背広 2 着（約 16,000 円）を、女性はジャケット 2 着（約 4,000 円）と

スカート 3 着（約 2,000 円）を着回している。 

・休日は家で休養していることが多い。帰省なども含めて 1 泊以上の旅行は年に 3～4 回で、1 回

当たりの費用は 3～4 万円ほど。月に 4 回は、恋人や友人と遊んだり、映画・ショッピングに

行ったりして、オフを楽しんでいる（1 回 2,000 円）。 

 

○試算の月額を、賃金収入で得るとすると、時給換算で男性＝1,295 円、女性＝1,267 円（中央

最低賃金審議会で用いる労働時間＝月 173.8 時間で除した）。さらに、一般の労働者の所定内労働

時間（月 149.3 時間）で時給換算した場合には、男性で 1,507 円、女性で 1,475 円となる。とこ

ろが、北海道の最低賃金＝764 円。今回試算されたきちんとした生活をするための時給とは、大

きな隔たりがある。 

 

以上 

 


